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大
学
一
年
生
・
二
年
生
を
主
な
対
象
と
し
た
、
論
理
学
の
教
科
書

で
あ
る
。
実
際
に
論
理
学
の
講
義
を
担
当
し
て
き
た
四
人
の
著
者
に

よ
る
も
の
で
、
授
業
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
編
ま
れ
て
い

る
。
教
室
に
お
け
る
経
験
を
生
か
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
具
体
例

や
練
習
問
題
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
あ
と
が
き
に
あ
る
通
り
、
「
伝
統
的
論
理

学
か
ら
現
代
論
理
学
ま
で
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
と
い
え
る
。
伝
統
的
論
理
学
す
な
わ
ち
論
理
学
史
を
概
観
し
た

後
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
に
数
理
的
手
法
を
用
い
て
発
展
し
た
現
代

論
理
学
に
触
れ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
部
「
伝
統
的
形
式
論
理
学
の
基
礎
」
に
お
い
て
は
、
六

つ
の
章
を
立
て
て
、
西
洋
哲
学
が
論
理
を
い
か
に
分
析
し
て
き
た
か

を
解
説
し
て
い
る
。
第
一
章
「
思
考
の
根
本
原
理
」
お
よ
び
第
二
章

「
概
念
」
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
、

言
語
表
現
に
関
す
る
考
察
が
展
開
さ
れ
る
。
続
く
第
三
章
「
命
題
」
、

第
四
章
「
推
理
二
）
演
緯
推
理
（
直
接
推
理
）
」
お
よ
び
第
五
章
「
推

理
（
二
）
演
鐸
推
理
（
間
接
推
理
）
」
で
は
、
言
明
お
よ
び
推
論
の
、
伝
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大
貫
義
久
、
白
根
裕
里
枝
、
菅
沢
龍
文
、
中
釜
浩
一
著
梓
出
版
社
二
○

一
○
年

安
東
祐
希

統
的
論
理
学
に
お
け
る
記
法
を
用
い
た
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
第
六
章
「
伝
統
的
論
理
学
に
ベ
ン
図
を
適
用
す
る
方
法
」
に
至

り
、
前
章
ま
で
に
扱
わ
れ
た
分
類
方
法
と
集
合
表
記
と
の
関
係
が
示

さ
れ
る
。

第
二
部
「
近
代
以
降
の
論
理
学
」
に
進
む
と
、
初
め
に
第
一
章
「
帰

納
法
の
論
理
学
」
で
ベ
ー
コ
ン
と
ミ
ル
の
帰
納
法
を
説
明
し
た
後
、

吹
章
よ
り
現
代
論
理
学
と
な
る
。
第
二
章
「
命
題
論
理
学
」
お
よ
び

第
三
章
「
述
語
論
理
学
」
に
お
い
て
、
論
理
記
号
を
用
い
た
命
題
の

形
式
化
を
行
い
、
命
題
論
理
に
関
し
て
は
意
味
論
と
し
て
の
真
理
関

数
が
扱
わ
れ
る
。
合
わ
せ
て
第
三
章
で
は
、
命
題
論
理
と
述
語
論
理

の
証
明
体
系
の
一
つ
で
あ
る
タ
ブ
ロ
ー
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
四
人
の
著
者
の
分
担
は
、
第
一
部

第
五
章
ま
で
が
白
根
・
大
貫
両
氏
、
第
一
部
第
六
章
か
ら
第
二
部
第

二
章
ま
で
が
菅
沢
氏
、
第
二
部
第
三
章
が
中
釜
氏
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
企
画
の
段
階
さ
ら
に
原
稿
を
ま
と
め
る
際
に
検
討
会
を
繰
り

返
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
各
章
と
も
、
自
習
に
役
立
つ
練
習
問
題

が
、
平
易
な
日
常
語
に
よ
る
例
文
を
用
い
な
が
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
論
理
学
の
授
業
で
は
演
習
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、

執
筆
の
方
針
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
結
果
か
と
思
わ
れ
る
。

論
理
学
の
授
業
を
も
つ
際
、
教
科
書
あ
る
い
は
参
考
書
の
候
補
と

し
て
手
に
取
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
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